
 

 

 

 

 

 

 

   
 「進路だより」は、３年生全員と、その保護者の方に読んでもらって、進路について考えたり、知ったり

してもらうためのものです。読む価値のあることを書かなければいけないな、と思っています。 

 おもに２つのことを書きます。 

① 進路指導＝生き方を考えるうえで少し役に立つこと 

② 進路事務＝事務的に必要なことを、きちんと行うために必要なこと 

 

 

進路＝すべきことを一つひとつ確実にやること 

 「事務的なこと」をおろそかにしてはいけない。・・ごくごく当たり前のことです。 

人間ですから、ミスもありうるし、思わず忘れてしまうということもあることでしょう。しかし、その、一

つのミスが取り返しのつかないことにつながる場合もあるのが「進路」というものです。 

 学校側も、家庭も、そして本人も、聞きそこない、言い忘れ、提出ミス・遅れ等、をなくすことにこだわ

ること。みんなで何度もチェックすることが大切です。ですから、しつこいと思われても、何度か同じよう

なことを連絡したり確認したりします。 

 日程に余裕がないとミスをしやすいですから、できる限り見通しをもって進めていこうと思います。 

生徒はとにかくプリントを、確実にその日のうちに家の人に渡すこと。これを最優先にしてください。 

進路＝生き方を考え続けること 

 それと同じくらいに、いや、それ以上に大切なのは、これからどうやって生きていきたいのか、自分にと

って何が大切で、何を目指すのかを考えること。 

 人は幸せになるために生きているのだと思います。そして、もちろん「幸せ」は人それぞれ違いますね。

お金を儲けることが幸せかもしれない。人のためになって喜ばれることが幸せかもしれない。一人で誰にも

邪魔されず、のんびりするのが幸せかもしれない。そして、「幸せ」を目指して生きていくための、大きな

一歩が中学３年の「進路」です。だから「進路」の考え方も人それぞれ違って当然です。どんな進路を選ぶ

のも自由です。 

 安全で着実な進路を目指すなら、それはそれでよい。高い目標にチャレンジするなら、それでよい。 

 はじめに言っておきます。先生たちは、みなさんのどんな進路選択も否定しません。応援します。（もち

ろん、適切なアドバイスはします。） 

 しかし、「どうしたいか考えない」のは許されません。「進路を考える」ことは、あなたが「生き方の哲

学を考える」ことだからです。一緒に考えましょう。 

 

 

 

 

 

（Illustration 外村先生） 
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２０２３年度 進路に関する大まかな日程 

① 中間テスト（５／１６～１７） 

② 進路説明会（６月中旬） 

保護者を対象に進路担当が行います。 

説明会後、第一回進路希望票を配布します。 

③ 進路研修会（６月中旬） 

生徒を対象に（保護者参加も可）高校の進路担当が講話を行います（高校と調整中）。 

④ 第一回実力テスト（６月～７月） 

成績には含まれませんが、三者面談の資料とします。 

⑤ 面接練習第一クール（７月上旬） 

総合の時間に行います（予定）。 

入退室の仕方、質問に対する回答を作成します。夏休みの課題になる場合があります。 

⑥ 第一回三者面談（７／１２～１９） 

主に学校生活の話、実力テスト結果をもとに面談を行います。 

⑦ 高校見学随時スタート（７月上旬～） 

公立・私立も１つ以上は見学に行ってほしいと思っています。主に WEBで各自が申し込みます。 

詳しくは進路通信でお知らせします。 

⑧ 期末テスト（９／６～８） 

⑨ 第二回実力テスト（９月中旬） 

成績には含まれませんが、三者面談の資料とします。 

⑩ 第二回進路希望（９月中旬） 

７月の三者面談以降の生活、夏休みをどう過ごしたか、９月のテストの結果などを踏まえて面談します。 

⑪ 第二回三者面談（１０／３～１２） 

前期評定・実力テスト結果をもとに面談を行います。        とりあえず前期の内容まで。 

（後期分は夏休み前にお知らせします） 

奨学金について 

【奨学金情報検索サービス】 

 数ある奨学金の中から、自分の条件にあった奨学金制度を検索することができるサイトの紹介です。 

 日本には５０００種類以上の奨学金制度があり、大きく分けて２種類に分類されます。 

一つ目は、卒業後に返還が必要な「貸与型」と、もう一つは返還の必要がない 

「給付型」です。QRコードを読み取ると、右側画面に、「学校の種類」・ 

「都道府県」・「種類」の入力フォームが表示されるので、奨学金制度の利用を 

考えている方は、一度利用してみてください。（登録などは不要です） 

 

【あしなが高校奨学金】 

 今年度の募集のしおり、申請書、チラシなどは、募集開始である９月１日頃です。あしなが高校奨学金制

度の利用を考えているご家庭は、担任か清川まで連絡してください。 

                                  （文責 ３学年進路担当：清川） 

 

 


